
『太
平
広
記
』
に
み
え
る
陸
羽
史
料
の
解
説
及
び
訳
注

抄
録陸
羽

(七
三
三
-
八
〇
四
年
?
)
は
、
唐
代

の
茶
人
・文
化
人
で
あ
る
。
さ
て
、
私
は
、

こ
れ
ま
で
陸
羽

『茶
経
』
な
ど
に
み
え
る
陸
羽
の
茶
事
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
が
、
現
在

『陸
文
学
自
伝
』
に
み
え
る
陸
羽
像
や
他
書
に
記
載
さ
れ
る
陸
羽
の
事
跡
、
伝
承
に
も
興
味

を
抱

い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
陸
羽
の
関
係
史
料
を
み
て
い
く
と
、
宋

の
李
防
等
編

『太
平

広
記
』
に
、
唐
代

の
作
者
不
詳

『大
唐
伝
載
』
・
李
肇

『唐
国
史
補
』
・
張
又
新

『水
経

(煎
茶
水
記
)』

の
記
載
を
採
録
し
た
と
す
る
陸
羽
に
関
す
る
文
章
が
三
篇
ほ
ど
み
ら
れ
る

こ
と
を
知

っ
た
。
従
来
、
訳
出
が
な
さ
れ
て
い
な
い
様
な
の
で
、
今
回
、
本
稿
に
お
い
て

試
み
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

陸
羽
、

『太
平
広

記
』
、
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Abstract 
 Lu Yu was a master of tea and a man of culture in China during the Tang 

 Off)  dynasty. I have studied Lu Yu's writings about tea, especially his book 
titled Chafing (F* *U) , by examining the spiritual elements of tea he ela-
borated on, and other related topics such as production processes of tea and 
how to prepare the drink. At present I am focusing on Lu Yu's 
autobiography, as well as profiles and legends about him written by other 
writers. The three historical texts I have translated here present Lu Yu as a 
half-legendary figure. As far as I know, they have not previously been 
translated into Japanese. The texts were written in the Tang dynasty and 
later included in Taiheikouki as slightly revised versions.
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目
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訳
出
に
あ
た

っ
て

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

参
考
文
献

本
稿
使
用
底
本

訳
出
に
あ
た

っ
て

巻
第
八
十
三

異
人
三

解
説

・
訳

・
注

巻
第
二
百

一

才
名

解
説

・
訳

・
注

巻
第
三
百
九
十
九

水

解
説

・
訳

・
注

陸
羽

(七
三
三
ー
八
〇
四
年
?
)
は
、
唐
代

の
茶
人

・
文
化
人

で
あ
る
。
彼
は
寛
陵

(現
在

の
湖
北
省
天
門
県
)
の
智
積
禅
師
の
下
で
育
ち
、
後
、
寺
を
出
て
し
ば
ら
く
俳
優

一
座
に
い
た
が
、
大
官

の
李
斉
物
や
崔
国
甫
に
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
安
史
の
乱
中
、
そ

の
騒
乱
を
避
け
、
呉
興

(現
在

の
漸
江
省
湖
州
市
)
に
近

い
若
渓
に
落
ち
着

い
た
。
そ
こ

で
咬
然
ら
詩
僧
や
隠
棲
者
と
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
湖
州
刺
史
と
な

っ
た
顔
真

卿
と
も
交
わ
り
、
顔
真
卿
の
下
、
多
く

の
学
者
と
と
も
に

『韻
海
鏡
源
』
の
編
集
に
携
わ

っ

た
。
こ
の
よ
う
に
陸
羽
は
、
詩
僧

・
士
人

・
隠
棲
者
な
ど
、
当
時
の
江
南
の
学
識
者

・
官

僚

・
自
由
人
等
と
闊
達
に
交
流
で
き
る
環
境
に
あ

っ
た
。
陸
羽
の
人
と
な
り
は
、
『文
苑

英
華
』
巻
七
九
三
に
記
載
さ
れ
る

『陸
文
学
自
伝
』
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
陸
羽
は
、

他

の
人
の
考
え
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意
志
で
彼

の
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
処
士
陸
羽
で
あ
る
。
こ
の

『陸
文
学
自
伝
』
に
つ
い
て
は
、
西
脇
常
記

「
『陸

文
学
自
伝
』
考
」

(西
脇
常
記

『唐
代
の
思
想
と
文
化
』

創
文
社

二
〇
〇
〇
)
、
西
脇

常
記

「
『陸
文
学
自
伝
』
訳
注
」
(
『新
潟
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
』
巻

一
二

一
九
八

一

九
-

一
九
頁
)
、
川
合
康
三

「自
分
と
は
何
か
ー

「自
伝
」
の
登
場
」

一

陸
羽
の
自
伝

(川
合
康
三

『中
国
の
自
伝
文
学
』

創
文
社

一
九
九
六
)
に
詳
し

い
。

さ
て
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
陸
羽

『茶
経
』
な
ど
に
み
え
る
陸
羽
の
茶
事
に
関
心
を
持

っ

て
い
た
が
、
現
在

『陸
文
学
自
伝
』
に
み
え
る
陸
羽
像
や
他
書
に
記
載
さ
れ
る
陸
羽
の
事

跡
、
伝
承
に
も
興
味
を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
陸
羽
の
関
係
史
料
を
み
て
い
く
と
、
宋

の
李
防
等
編

『太
平
広
記
』
に
、
唐
代
の
作
者
不
詳

『大
唐
伝
載
』
・李
肇

『唐
国
史
補
』
・

張
又
新

『水
経

(煎
茶
水
記
)
』
の
記
載
を
採
録
し
た
と
す
る
陸
羽
に
関
す
る
文
章
が
三
篇

ほ
ど
み
ら
れ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
従
来
、
訳
出
が
な
さ
れ
て
い
な

い
様
な
の
で
、
今
回
、

本
稿
に
お
い
て
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の

『太
平
広
記
』
は
、
宋

の
李
防
ら
の
奉
勅
撰
で
漢
か
ら
五
代
ま
で
の
小
説
史
料
を

広
く
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
出
典
は
多
く

の
場
合
、
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
塩
卓
悟
氏

(塩
卓
悟

・
河
村
晃
太
郎

課
注

『太
平
廣
記
』
婦
人
部

汲
古
書
院

平
成

一
六

三

六
頁
)
に
よ
れ
ば
、

『太
平
広
記
』
作
成
上
の
問
題
点
の

一
つ
と
し
て
同
じ
話
が
二
度
出

て
き
た
り
、
原
典

の
話
を
適
当
に
刈
り
込
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
原
典
に
直
接
当
ら
ず
に
節

録
さ
れ
た
二
次
史
料
を
み
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
り
す
る
と

い
っ
た
杜
撰
な
態
度

が
間
々
見
受
け
ら
れ
る
と

い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
、
『太
平
広
記
』
と

採
録
し
た
と
す
る
原
典
と
の
間
に
、
多
少
な
り
と
も
語
句
の
異
同
や
文
章
の
省
略
、
ま
た

場
合
に
よ

っ
て
は
、
採
録
し
た
と
す
る
原
典
以
外
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
た
め
、
解
説

に
そ
の
点
を
付
す
こ
と
に
す
る
。
本
稿
の
底
本
と
し
て
は
、
中
華
書
局

一
九
六

一
年

第
七
版
を
用
い
る
。
こ
れ
は

一
九
五
九
年
に
談
榿
刻
本
を
底
本
と
し
、
明
沈
氏
野
竹
齋
紗

本
他
か
ら
校
勘
を
施
し
た
人
民
文
学
出
版
社
刊
行
の

『太
平
広
記
』
に
若
干
の
改
定
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
唐
代
に
遡

っ
て
、
改
め
て

『太
平
広
記
』
中
に
採
録

さ
れ
た

『大
唐
伝
載
』
・
『唐
国
史
補
』
は
じ
め
、
『封
氏
聞
見
録
』
な
ど
に
み
え
る
陸
羽

に
関
す
る
記
載
も
訳
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

巻
第
八
十
三

異
人
三

寛
陵
曾
有
於
水
邊
得
嬰
児
者
。
育
爲
弟
子
。
梢
長
。
自
笠
得
塞
之
漸
。
懸
日
。
鴻
漸
干
陸
。
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田中:「 太平広記』にみえる陸羽史料の解説及び訳注

其
羽
可
用
爲
儀
。
乃
姓
陸
。
字
鴻
漸
。
名
羽
。
羽
有
文
學
。
多
意
思
。
状

一
物
。
莫
不
蓋

其
妙
。
茶
術
最
著
。
輩
縣
陶
者
多
爲
整
偶
人
。
號
陸
鴻
漸
。
買
十
器
。
得

一
鴻
漸
。
市
人

沽
茗
不
利
。
軌
灌
注
之
。
羽
於
江
湖
稻
寛
陵
子
。
於
南
越
構
桑
苧
公
。
貞
元
末
卒
。
出
國

史
補

〈解
説
〉
『太
平
広
記
』
巻
第
八
十
三
は
、
『唐
国
史
補
』
巻
中

陸
羽
得
姓
氏
よ
り
採
録
し
た

と
す
る
。
『太
平
広
記
』

の
記
載
と
、
『唐
国
史
補
』

の
記
載
と
を
比
べ
る
と
、
多
少
の
文

字
の
異
同
も
み
ら
れ
る
が
、
両
者
の
も

っ
と
も
大
き
な
相
違
は
、
『太
平
広
記
』
の
文
章

の

「
貞
元
末
卒
」
の
前
に

『唐
国
史
補
」
に
は
八
十
字
程
の
文
章

(
「與
顔
曾
公
厚
善
。

　

及
玄
眞
子
張
志
和
爲
友
。
羽
少
事
寛
陵
輝
師
智
積
。
異
日
在
他
慮
聞
暉
師
去
世
。
実
之
甚

哀
。
乃
作
詩
寄
情
。
其
略
云
。
不
羨
白
玉
蓋
。
不
羨
黄
金
曇
。
亦
不
羨
朝
入
省
。
亦
不
羨

算
入
壷
。
千
羨
萬
羨
西
江
水
。
曾
向
寛
陵
城
下
來
。」
)
が
み
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に

『太
平
広
記
』
で
は

『唐
国
史
補
』
に
比
べ
て
、
こ
の
部
分
が
大
幅
に
欠
如
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
記
せ
ば
、
陸
羽
と
顔
真
卿

・
張
志
和
と
の
親
交
関
係
、
ま
た

師
の
逝
去
を
悼
ん
で

『全
唐
詩
』

に
も
記
載
さ
れ
る
歌
を
詠
ん
だ
事
情
、
及
び
そ
の
歌
な

ど
で
あ
る
。

*
在

底
本
と
し
て
使
用
し
て
い
る
叢
書
集
成
初
編

(中
華
書
局
)
に
は

「托
」
と
あ
る

が
、
学
津
討
原
本
に

「
在
」
と
あ
り
、
こ
の

「在
」

の
方
が
よ
り
意
味
が
通
る
の
で
、

本
稿
で
は

「
托
」
を

「在
」
に
置
き
換
え
て
、
以
下
考
察
す
る
。

〈訳
〉

寛
陵

の
僧

で
、
水

辺

で
赤
ん
坊

を
拾

っ
た
も

の
が

い
た
。

そ
し
て

そ

の
子
を
育

て
て
弟

子
と
し
た
。
そ

の
後

、
そ

の
子
は
大
き
く
な

っ
て
、自
分

で
卦
を

た
て
、

「舞

の
漸

に
之
く
。
」

う
ら
な
い
ゆ

も

と

い
う
卦

を
得
た
。
そ

の
占
辞

で
は
、
「
鴻

陸

に
漸
む
。

そ

の
羽

用

っ
て
儀

と
な
す

べ

　

し
。
」
と
言

っ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
姓

を
陸
と

し
、
字

を
鴻
漸

と

し
、
名

を
羽
と

し

た

の
で
あ

る
。
陸

羽
は
文
学

の
才
能

が
あ

っ
た
。
意
欲
的

で
、

一
つ
も

の
に

つ
い
て
述

べ

る
の
に
、
精
細

に
と

こ
と
ん
ま

で
追

求
し
た
。
茶
に
関
す

る
識
見

が
最
も
秀

い
で
て

い
た
。

ゆ

輩
県
の
陶
工
の
多
く
は
、
陶
磁
器
の
人
形
を
作

っ
た
。
そ
れ
を
陸
鴻
漸
と
名
づ
け
、
器
を

十
個
買
え
ば
鴻
漸
の
人
形

一
個
が
も
ら
え
た
。
商
人
は
、
茶

の
商

い
の
利
益
が
あ
が
ら
な

ら

　

ア

い
と
、

こ
の
人
形

に
湯
を
注

い
だ
。
陸
羽
は
江
湖
に
お

い
て
は
寛

陵
子
と
称

し
、
南
越

に

　

お

い
て
は
桑
苧
翁

と
称
し
た
。
貞

元

の
末

に
亡
く
な

っ
た
。

『唐
国
史
補
』
か
ら
採
録
し
た
。

〈注
〉

ω

寛
陵

今
の
湖
北
省
天
門
県
。
な
お
県
城
の
北
門
外
に
陸
羽
を
記
念
し
た

「文
学
泉
」

が
あ
る
。

②

占
辞

占
辞
の
内
容
は
、
『易
経
』
漸

の
卦
の
上
九
に
あ
り
、
高
田
真
治

・
後
藤
基

巳

『易
経
』
に
よ
る
と
、
上
九
は
陽
剛
居
極
、
鴻
が
蓬
す
な
わ
ち
天
空
は
る
か
な
る
雲

の
大
路
に
ま
で
飛
び
進
ん
だ
象

(原
文
の
陸

の
字
を
逡
に
解
す
る
)
。
そ

の
羽
は
美
し

く
り

つ
ば
で
儀

(儀
式
の
飾
り
)
に
用
い
る
に
足
る
ほ
ど
で
、
吉
で
あ
る
と

(高
田
真

治

・
後
藤
基
巳
訳

『易
経
』
下

岩
波
書
店

一
九
六
九

一
四
七
頁
)
。
ま
た
本
田

濟

『易
』
に
よ
れ
ば
、
加
え
て
上
九
の
解
説
に
、
俗
界

の
外
に
飛
び
出
し
た
、
孤
高

の

隠
者
は
、
こ
の
社
会
に
全
く
無
用
の
存
在
の
よ
う
だ
が
、
そ

の
高
潔
な
態
度

(
11
其
羽
)
、

も

っ
て
人
の
儀
表

(
口
儀
)
と
す
る
に
足
る
と
あ
る

(本
田
濟

『易
』

朝
日
新
聞
社

一
九
九
七

四
四
四
頁
)
。
本
田
氏
の
解
釈
な
ど
ま
さ
に
前
述

の

『陸
羽
自
伝
』
や

『茶

経
』
に
顕
わ
れ
る
陸
羽
の
高
適
な
姿
勢
を
言
い
表
し
て
い
る
よ
う
で
小
気
味
よ
く
感
じ

る
し
、
さ
ら
に
陸
羽
が
何
故
、
陸
羽
や
陸
鴻
漸
と
称
し
た
か
、
ま
た
処
士
と
し
て
ど
の

よ
う
な
意
識
で
過
ご
し
て
い
た
か
を
よ
り
深
く
考
え
る
手
懸
り
と
も
な
ろ
う
。

⑧

陸
姓
に

つ
い
て
は
、
続
く

『太
平
広
記
』
巻
第
二
百

一
に

「寛
陵
龍
蓋
寺
曾
姓
陸
」

と
み
え
、
陸
羽
を
拾

っ
て
育
て
た
僧
の
姓
が
陸
で
あ
る
と
す
る
。
布
目
潮
颯
氏
は
、
「陸

羽
の
姓
は
、
陸
羽
を
拾

っ
て
育
て
た
竜
蓋
寺

の
智
積
禅
師

の
姓
が
陸
で
あ
る
こ
と
に
基

づ
く
。
こ
れ
は
唐
代
の
律
に
お
い
て
き
め
ら
れ
た
方
法

で
あ
る
。
中
国
で
は
異
姓
の
養

一72(3)一
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子
は
法
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
捨
て
子
の
場
合
は
、
三
歳
以
下
で
あ
れ
ば
、
収
養

が
許
さ
れ
、
そ
の
姓
に
入
る
。
」
と
説
明
す
る

(布
目
潮
楓

『茶
経
詳
解
』

淡
交
社

平
成

=
二

三
四
四
頁
)
。

㈲

輩
県
の
陶
工

輩
県
は
現
在
の
河
南
省
輩
県
よ
り
東
方
に
位
置
し
た
。
ま
た
河
南
省

輩
県
で
は
三
ヵ
所
の
唐
代
窯
趾
が
発
見
さ
れ
、
白
磁
を
主
体
に
黒
磁
と
三
彩
陶
器
を
焼

造
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

⑤

訳
出
の
際
、
『大
唐
伝
載
』

の

「
有
交
易
則
茶
祭
之
。
無
則
以
釜
湯
沃
之
。
」
を
参
考

に
し
た
。

⑥

江
湖

揚
子
江
と
洞
庭
湖
の
あ
た
り
。

⑦

南
越

南
越
と
は
、
今
の
広
東

・
広
西
地
方
を
指
す
が
、
こ
こ
で
の
南
越
と
は
、
む

し
ろ
江
蘇

・
漸
江
省
付
近
を
指
す
古
名
の
越
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
陸
羽
は
安
史
の
乱
中
、

居
を
湖
北
省
よ
り
漸
江
省
に
遷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
現
在

の
中
国
江
南
地

方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑧

桑
苧
翁

史
念
書
氏
は
、
『呉
興
史
』
巻

一
八
の
隠
逸

『桑
苧
翁
』
に

「初
隠
居
苧
山
、

自
称
桑
苧
翁
、
・
・
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
苧
山
を
余
杭

(漸
江
省
余
杭
余
杭
鎮
)
に
あ
る
苧
山
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
(史
念
書

「
『全
唐
詩
』

中
的
陸
羽
資
料
考
述
」
『中
國
農
史
』

中
国
農
業
歴
史
学
会

農
業
出
版
社

一
九
八

四

一
期

九
〇
頁
)
。
ま
た
、
『新
唐
書
』

巻

一
九
六

列
伝
第

一
二

一

隠
逸

陸

羽
伝
に

「上
元
初
、
更
隙
曹
漢
、
自
構
桑
苧
翁
、
・
・
」
と
み
え
、
陸
羽
は
自
ら
桑
苧

翁
と
名
乗

っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
『太
平
広
記
』
で
は
、
「桑
苧
公
」
と
す
る

が
、
本
稿
で
は
、
「
公
」
を

「
翁
」
に
置
き
換
え

て
訳
し
た
。

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

巻
第
二
百

一

才
名
好
尚
附

太
子
文
學
陸
鴻
漸
、
名
羽
。
其
生
不
知
何
許
人
。
寛
陵
龍
蓋
寺
僧
姓
陸
。
干
堤
上
得

一
初

生
児
。
牧
育
之
。
逡
以
陸
爲
氏
。
及
長
。
聰
俊
多
聞
。
學
購
僻
逸
。
恢
譜
談
辮
。
若
東
方

曼
情
之
僑
。
鴻
漸
性
嗜
茶
。
始
創
煎
茶
法
。
至
今
鷺
茶
之
家
。
陶
爲
其
像
。
置
於
錫
器
之

間
。
云
宜
茶
足
利
。
至
太
和
。
復
州
有

一
老
信
。
云
是
陸
曾
弟
子
。
常
調
歌
云
。
不
羨
黄

金
量
。
不
羨
白
玉
杯
。
不
羨
朝
入
省
。
不
羨
暮
入
壷
。
唯
羨
西
江
水
。
曾
向
否
陵
城
下
來
。

鴻
漸
又
撰
茶
経
二
巻
。
行
於
代
。
今
爲
鴻
漸
形
者
。
明
紗
本
者
作
貌
。
因
目
爲
茶
神
。
有
交

易
則
茶
祭
之
。
無
以
釜
湯
沃
之
。
出
傳
載

〈解
説
〉
『太
平
広
記
』
巻
第
二
百

一
は

『大
唐
伝
載
』
よ
り
採
録
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
両
者

を
比
較
す
る
と

『大
唐
伝
載
』

の
記
載
よ
り

『太
平
広
記
』

の
記
載
の
方
が
、
か
な
り
詳

し
く
な

っ
て
い
る
。
『大
唐
伝
載
』

の
記
載

の
全
文
は
、
た
だ

「陸
鴻
漸
嗜
茶
。
撰
茶
経

三
巻
。
行
於
代
。
常
見
鴛
茶
邸
。
焼
瓦
盗
爲
其
形
貌
。
置
於
竈
釜
上
左
右
爲
茶
神
。
有
交

易
則
茶
祭
之
。
無
則
以
釜
湯
沃
之
。
」
と
あ
る
の
み
で
、
結
論
か
ら

い
え
ば
、
多
少
の
語

句
の
異
同

・
文
章
の
改
削
等
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
『太
平
広
記
』
巻
第
二
百

一
が

『大

唐
伝
載
』
よ
り
採
録
し
た
部
分
は
、
恐
ら
く
内
容
的
に
は

「鴻
漸
又
撰
茶
経
二
巻
。
行
於

代
。
今
爲
鴻
漸
形
者
。
明
紗
本
者
作
貌
。
因
目
爲
茶
神
。
有
交
易
則
茶
祭
之
。
無
以
釜
湯
沃

之
。
」
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
『太
平
広
記
』

の
記
載
に
み
え
る
、
陸
羽
の
出
生
、
人
と
な
り
、

才
能
、
ま
た
そ
の
才
能
が
漢
代
の
東
方
曼
情
の
様
だ
と
す
る
点
、
陸
羽
の
茶
事
に
関
す
る

記
載
、
茶
を
売
る
店
で
繁
盛
を
願
う
た
め
陸
羽
像
が
錫
器
の
中
に
置
か
れ
た
こ
と
及
び
陸

羽
の
弟
子
と

い
う
僧
の
調
う
歌
の
部
分
は
、
お
そ
ら
く
、
陸
羽
の
生
没
年
に
近

い
唐

の
趙

隣
撰

『因
話
録
』
巻
第
三

商
部
下
か
ら
採
録
し
た
と
思
わ
れ
る
。

〈訳
〉

太
子
文
学
陸
鴻

漸
は
、
名
は
羽

で
あ

る
。
ど

こ
で
生
ま
れ
た

の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
寛

陵

の
龍
蓋
寺

の
僧

で
陸
と

い
う
姓

の
も

の
が
、
堤

の
上

で

一
人

の
赤
ん
坊
を
拾

い
、
そ

の

子
を

つ
れ

て
帰

っ
て
育

て
、
そ
し

て
氏
を

陸
と
し
た
。
成
長
す

る
と
、
聡
明

で
さ
と
く

、

博
学

で
、
学
識
が

ゆ
た
か

で
、
文
章
も
秀

で
て
お
り
、
彼

の
著
し
た
該
譜

(お
ど
け

ば
な
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し
)
・
談
弁

(も

の
が
た
り
)
は
、
漢

代

の
東
方
曼
情

に
例
え

ら
れ

る
。
陸

羽
は
性

分
と

し

て
、
茶

を
愛

好
し
、
始

め
て
煎
茶

の
範
を
創

っ
た

。
今

日
、
茶
を

売

る
店

で
は
、
陶
器

製

の
陸
羽
像
を
造
り
、
そ

の
像
を
錫
器

の
中
に
置

い
て

い
る
。
茶

の
利
益
を
ま
す

の
に
よ

ら

　

い
か
ら

で
あ

る
と
言

っ
て

い
る
。
太

和
年

間
と
な

っ
て
、
復

州

に

一
人

の
老

僧
が

い
た
。

ね

彼
は
、
陸
僧

の
弟
子
だ
と
言

い
、

い
つ
も
次

の
よ
う

な
歌

を
調

っ
て

い
た
。

　

(富
貴
な
身
分
の
方
の
持

つ
)
黄
金

の
酒
器
を
羨
ま
ず

白
玉
の
杯
を
羨
ま
ず

ゆ

(立
身
出
世
し
)
朝
に
入
省
す
る
こ
と
を
羨
ま
ず

暮
に
入
台
す
る
こ
と
を
羨
ま
ず

　

オ

唯
、
羨
む

の
は
、

(大
地
を
流
れ
る
)
西
江

の
水
だ
け
で

　

か

つ
て
、
寛
陵
の
城
下
に
流
れ
き
た

　

陸

羽
は
ま
た

『茶
経
』
三
巻
を
著
し
、
そ
れ
は
、
読
み
継
が
れ

て
い
る
。
今

日
で
は
、
陸

羽
の
姿
を

つ
く

っ
て
、
そ

れ
を
茶
神
と
み
な
し

て
い
る
。
茶

の
取
引

が
あ
れ
ば
、
茶
を
茶

神

に
祭
り
、
取
引

が
な
け
れ
ば
釜

の
湯

を
茶
神

の
像

に
か
け
る
。
『大
唐
伝
載
』
か
ら
採
録
し

た
。

〈注
〉

ω

太
子
文
学
陸
鴻
漸

陸
羽
を
太
子
文
学
と
す
る
の
は
、
『新
唐
書
』
巻

一
九
六
に
よ

れ
ば
、
陸
羽
は
太
子
文
学
を
拝
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
書
か
ら
は
、
陸
羽
は
太
常

寺
太
祝
も
拝
し
た
こ
と
が
載
る
が
、
職
に
就
か
ず
と
あ
り
、
両
職
と
も
に
実
際
就
い
た

か
ど
う
か
判
断
で
き
る
十
分
な
史
料
は
な
く
、
不
明
で
あ
る

(西
脇
常
記

前
掲
論
文

「
『陸
文
学
自
伝
』
考
」

=
二
九
頁

注
2
4
)
。

②

寛
陵

の
龍
蓋
寺

寛
陵
に
あ

っ
た
陸
羽
の
師
で
あ
る
智
積
禅
師
の
寺
。
後
の
西
塔
寺
。

但
し
、
現
存
し
な
い
。

③

東
方
曼
情

東
方
朔

の
こ
と
。
前
漢

の
人
。
字
は
曼
情
。
該
譜

・
談
弁
に
す
ぐ
れ
て

お
り
、

一
方
で
、
直
言

・
切
諌
も
し
た
。
官
は
太
中
大
夫
給
事
中
ま
で
上

っ
た
。

(『漢

書
』
巻
六
五
)

ω

煎
茶

現
在
の
わ
が
国
の
煎
茶
と
は
異
な
り
、
陸
羽
の
そ
れ
は
固
形
茶
を
粉
末
に
し
、

釜
に
入
れ
煮
て
か
ら
、
た
し
な
む
。

⑤

太
和
年
間

八
二
七
-
八
三
五
年
。

⑥

復
州

湖
北
省
東
部
。
唐
代
、
寛
陵
を
含
む
地
域
。

⑦

こ
の
歌
は

〈解
説
〉
で
述
べ
た
様
に

『因
話
録
」

か
ら
採
録
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

但
し
、
文
字
の
異
同
等
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
注
⑧

・
⑫

・
⑬
で
解
説
す

る
。

⑧

酒
器

こ
の
歌
は
、

『因
話
録
』

の
他
、
『唐
国
史
補
』
・
『全
唐
詩
』
に
も

み
え
る
。

さ
て
、
こ
の
三
書
は
、

い
ず
れ
も
量
を
曇
と
す
る
。
曇
と
は
、
さ
か
だ
る
の
意
で
、
形

は
壷
に
似
て
い
て
雲
雷
紋
が
あ
る
青
銅
製
や
陶
製
の
酒
や
水
を
入
れ
る
器
で
あ
る
。
こ

の

「曇
」
の
方
が
、
歌

の
意
味
が
よ
く
通
じ
る
た
め
、
本
稿

で
は
、
「
量
」
を

「
馨
」

に
置
き
換
え
て
酒
器
と
訳
す
。

⑨

省

中
央
官
衙
の
尚
書
省
、
中
書
省
、
門
下
省
等
を
指
す
。

⑩

台

中
央
官
衙
の
御
史
台
を
指
す
。

⑪

西
江

寛
陵
に
流
れ
込
む
河
川
か
。

㎝

『太
平
広
記
』
・
『全
唐
詩
』
に
み
え
る

「唯
羨
西
江
水
」
の
箇
所
は
、
陸
羽
の
生
没

年
に
近
い
前
掲

『唐
国
史
補
』
・
『因
話
録
』
な
ど
の
記
載
で
は
、
「千
羨
萬
羨
西
江
水
」

と
な

っ
て
い
る
。

⑬

『太
平
広
記
』
で
は
晋
陵
と
あ
る
が
、
『全
唐
詩
』
で
は
、
金
陵
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲

『唐
国
史
補
』
・
『因
話
録
』
な
ど
の
記
載
で
は
、
「
曾
向
寛
陵
城
下
來
。
」

と
あ

っ
て
、
寛
陵
と
な

っ
て
い
る
。
『太
平
広
記
』
に
み
え
る
晋
陵
は
現
在

の
江
蘇
省

常
州
市
、
「全
唐
詩
』
に
み
え
る
金
陵
は
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
で
あ
る
。
『唐
国
史
補
』

に

「
羽
少
事
寛
陵
輝
師
智
積
。
異
日
在
他
庭
聞
暉
師
去
世
。
芙
之
甚
哀
。
乃
作
詩
寄
情
。

其
略
云
。」
と
み
え
、
こ
の

『唐
国
史
補
』

の
記
載
を
補

っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
智

積
禅
師
を
偲
ぶ
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
晋
陵
、
金
陵
よ
り
む
し
ろ

『唐
国
史
補
』
・
『因
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話
録
』

に
記

さ
れ

る
よ
う

に
禅
師

の
居
所

で
あ

っ
た
現
在

の
湖
北

省
天
門
県

に
あ

っ
た

寛
陵

の
方
が
、

ふ
さ
わ
し

い
と

思
わ
れ

る
。
従

っ
て
、
本

稿

で

は
、
「晋

陵
」

「金

陵
」

を
と

ら
ず

に
、

「寛
陵
」

に
置
き
換
え

て
訳
し

た
。

な
お
、
こ

の
晋

・
金

・
寛

の
発
音

が
類
似

し
て

い
る
た
め
に
、
異
同
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る
。
さ

て
、
金
陵

で
あ
れ
ば
、

西
江

は
西

よ
り
流

れ
く

る
大
江
と
し

て
の
長
江

の
意
と
と
れ
よ
う

が
、
寛
陵

で
あ
れ
ば
、

こ

の
場
合

の
西
江

の
解
釈
は
、
例
え
ば
寛
陵
に
流
れ
込
む
天
門
河

の
様
に
、
注
⑪
で
述

べ
た

「寛
陵

に
流

れ
込
む
河
川
か
」
と

い
う
解
釈
が
適
当

で
あ

ろ
う
。

αの

現
存

の

『茶
経
』
は
、

『大
唐
伝
載
』

に
み
ら

れ
る
様

に
、

三
巻

す
な
わ
ち

、
巻

上

(
一
之

源
、

二
之

具
、
三
之
造
)
・
巻

中

(四
之
器
)
・
巻

下

(五

之
煮
、
六
之

飲
、
七

之
事

、
八
之
出
、
九
之
略

、
十
之
図
)
よ
り

な
る

(布

目
潮

颯

『中
国

の
茶
書
』

平

凡
社

一
九
七
六

一
四
-

一
五
頁
)
。
よ

っ
て
、
本
稿

で
は
、

「
二
」
を

「
三
」
に
置

き
換
え

て
訳

し
た
。

陸
鴻
漸

『太
平
廣
記
』

巻
第
三
百
九
十
九

水
井
附

元
和
九
年
春
。
張
又
新
始
成
名
。
與
同
恩
生
期
於
薦
福
寺
。
又
新
與
李
徳
裕
先
至
。
憩
西

廊
曾
玄
竪
室
。
會
纏
有
楚
曾
至
。
置
嚢
而
息
。
嚢
有
歎
編
書
。
又
新
偶
抽

一
通
覧
焉
。
文

細
密
。
皆
雑
記
。
巻
末
又
題
云
奏
水
記
。
記
原
作
威
。
振
明
紗
本
改
。
太
宗
朝
。
李
季
卿
刺
湖

州
。
至
維
揚
。
遇
陸
庭
士
鴻
漸
。
李
素
熟
陸
名
。
有
傾
蓋
之
漱
。
因
赴
郡
。
抵
揚
子
騨
中
。

將
食
。
李
日
。
陸
君
善
茶
。
蓋
天
下
聞
。
揚
子
江
南
零
水
。
又
殊
絶
。
今
者
二
妙
千
載

一

遇
。
何
暖
之
乎
。
命
軍
士
信
謹
者
。
摯
餅
操
舟
。
深
詣
南
零
取
水
。
陸
潔
器
以
倹
。
俄
水

至
。
陸
以
杓
揚
水
日
。
江
則
江
　
。
非
南
零
者
。
似
臨
岸
者
。
使
日
。
某
樟
舟
深
入
。
見

者
累
百
人
。
敢
給
乎
。
陸
不
言
。
既
而
傾
諸
盆
。
至
半
。
陸
遽
止
。
又
以
杓
揚
之
日
。
自

此
南
零
者
契
。
使
豚
然
大
骸
。
馳
下
日
。
某
自
南
零
齎
至
岸
。
舟
盟
半
。
儂
其
砂
。
把
岸

水
以
増
之
。
慮
士
之
竪
。
神
堕
也
。
其
敢
隠
欺
乎
。
李
大
驚
賞
。
從
者
敷
十
輩
。
皆
大
骸

愕
。
李
因
問
陸
。
既
如
此
。
所
経
歴
之
盧
。
水
之
優
劣
可
判
　
。
陸
日
。
楚
水
第

一
。
晋

水
最
下
。
李
因
命
口
占
而
次
第
之
。
出
水
経

〈解
説
〉
『太
平
広
記
』
巻
第
三
百
九
十
九
で
採
録
し
た
と
す
る

『水
経
』
と
は
、
こ
こ
で
は
、

唐
の
張
又
新

『煎
茶
水
記
』
を
指
す
。
『水
経
』
は
、
鰹
道
元

の

『水
経
注
』
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
の
で
、
後

『煎
茶
水
記
』
と
改
め
ら
れ
た

(布
目
潮
楓

『中
国
茶
書
全
集
』
上

巻

汲
古
書
院

昭
和
六
二

三
八
i
三
九
頁
)
。
以
下
、
本
稿
で
も

『水
経
』
で
は
な

く

『煎
茶
水
記
』
の
名
称
を
用

い
る
。
さ
て
、
『太
平
広
記
』
に
み
え
る

『煎
茶
水
記
』

の
採
録
部
分
と
、
『煎
茶
水
記
』
自
体
と
を
比
べ
る
と
、
本
稿
で
解
説
し
た
前
二
編
の

『太

平
広
記
』
と
そ
れ
ぞ
れ
採
録
し
た
原
典
の
場
合
と
同
様
、
相
互
に
文
字
の
異
同
等
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
の

『太
平
広
記
』
巻
第
三
百
九
十
九

で
特
徴
的
な
点
は
、
『太
平
広
記
』

の

採
録
部
分
は
、
『煎
茶
水
記
』
の
文
章
に
比
べ
て
前
後
に
大
き
な
文
章
上
の
欠
け
が
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
は
刑
部
侍
郎
劉
伯
鶉
が
挙
げ
た
と

い
う
名
水
七
等

の
文

章
の
部
分
が
、
後
は
陸
羽
が
ロ
伝
し
た
と

い
う
名
水
二
十
等
に
つ
い
て
の
文
章
の
部
分
が

欠
け
て
い
る
。
勿
論
、
『太
平
広
記
』
が
、
『煎
茶
水
記
』

の
全
文
を
載
せ
る
必
要
も
な
い

の
で
あ
る
が
、
『太
平
広
記
』

の
編
者
が
何
故
、
後
に
続
く
陸
羽
の
口
伝
と
す
る
名
水

二

十
等
に
つ
い
て
の
文
章
の
部
分
ま
で
を
も
省
略
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
『煎
茶

水
記
』
に
附
さ
れ
て
い
る
欧
陽
脩
の

「大
明
水
記
」
で
は
、
こ
の

『煎
茶
水
記
』
に
記
載

さ
れ
る
、
陸
羽
が
南
零
の
水
と
岸
の
水
と
を
弁
別
し
た
話
や
名
水
二
十
等
を
口
述
し
た
話

に
つ
い
て
は
、
欧
陽
脩
自
身
は
、
陸
羽
の
逸
話
と
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
ま
た
、

青
木
正
児
氏
も
、
封
演

『封
氏
聞
見
記
』
巻
六
、
及
び

『新
唐
書
』

の
陸
羽
伝
に
み
え
る

李
季
卿
の
陸
羽
を
蔑
ん
だ
よ
う
な
態
度
や
そ
れ
に
対
す
る
陸
羽
の
反
応
に
関
す
る
逸
話
を

挙
げ
、
「
こ
の

『煎
茶
水
記
』
で
李
季
卿
が
陸
羽
を
歓
待
し
た
こ
と
は
、
伝
説
が
正
に
相

反
し
て
信
じ
が
た

い
。
」
と
す
る

(青
木
正
児

『青
木
正
児
全
集
』
第
八
巻

春
秋
社

昭
和
四
六

二
五
四
頁
注
七
)
。
布
目
潮
漁
氏
は
、
「
陸
羽
の
口
述
し
た
二
十
水
と
い
う

の

は
、
・
・
(中
略
)
:

、
茶
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
各
地
の
水
の
品
評
が
行
わ
れ
る
よ

一69(6)一



『太平広記』にみえる陸羽史料の解説及び訳注田中

う
に
な

っ
た
の
を
、
張
又
新
が
陸
羽
の
名
に
仮
託
し
て
二
十
等

の
ラ
ン
ク
付
づ
け
を
行

っ

た
と

い
う

の
が
真
相
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
」
と
す
る

(布
目
潮
颯

『中
国
の
茶

書
』

平
凡
社

一
九
七
六

二
十
頁
)
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
『煎
茶
水
記
』

の
省
略
部

分
の
文
章
の
掲
載
は
省
い
た
。

〈訳
〉

元
和
九
年

(八

一
四
)

の
春
、
私
、
張

又
新
は
初

め
て
進

士
に
及
第

し
、
同
期
生
と
薦

ワ
ロ

　
ロ

福
寺
で
会
合
し
た
。
私
と
李
徳
裕
が
先
に
来
て
、
西
廊
下
に
あ
る
僧
玄
鑑

の
部
屋
で
休
憩

ゆ

し

て
い
た
。
た
ま
た
ま
、

い
ま
し
が
た
楚

の
僧
が
や

っ
て
来

て
、
持

っ
て
き
た

ふ
く

ろ
を

置

い
て
休
息

し
た
。
そ

の
中
に
数
編

の
書
物

が
あ

っ
た
。
私

は
何
気

な
く

一
冊
を
抜
き
出

し

て
よ
く

見
る
と
、
文
章

は
細

密

で
、

い
ず

れ
も

雑
記

で
あ

っ
た
。
巻
末

に

『煮
水
記
』

む

と
題
が
付
さ
れ
て
い
る
文
章
が
あ

っ
た
。
以
下
そ
の
内
容
で
あ
る
。
代
宗
の
治
世
に
李
季

　

　

ヨ

　

卿
が
湖
州
刺
史
に
赴
任
す
る
途
中
、
維
揚
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
処
士
の
陸
羽
と
出
会

っ
た
。

李
季
卿
は
も
と
も
と
陸
羽
の
名
を
よ
く
知

っ
て
お
り
、
す
ぐ
親
し
く
な
り
よ
し
み
を
交
わ

ゆ

し
た
。
そ

こ
で

一
緒

に
湖
州
に
行

こ
う

と
し
て
揚
子
駅

に
至

っ
た
。

食
事
を
と

ろ
う
と

し

て
、
李
季

卿
が
言
う

に
は
、
「
陸
羽
が
茶

の
名

人
で
あ

る
こ
と

は
、
天
下

に
聞

こ
え

て

い
る
。

ゆ

カ

揚
子
江
の
南
零
の
水
は
ま
た
殊

に
絶
品
で
あ
る
。
今
回
、
こ
の
二
つ
が
出
会
う
こ
と
は
、

千
載

一
遇
の
好
機
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
機
会
を
無
駄
に
過
ご
そ
う
か
。
逃
し
て
は
な

か
め

ら
な

い
。
」
と
。
正
直

で
謹
み
深

い
軍
士

に
命
令

し
て
、
瓶

を
携
え

て
舟

を
操

っ
て
、
南

零
に
深
く

入
ら
せ
、
水
を

汲
ま
せ
た
。
陸

羽
は
茶

具
を
清

め
て
待

っ
た
。
間
も
な
く
水

が

と
ど
け
ら
れ
た
。陸

羽
は
杓
で
そ

の
水
を
汲

ん
で
言
う

に
は
、

「江

の
水

は
江

の
水

で
あ

る

が
、
南

零

の
水

で
は
な

い
。
岸

辺

の
水

の
よ
う
だ
。
」
と
。
そ

の
使
者

が
言
う

に
は
、

「私

は
、
舟

で
深
く
漕
ぎ

入
れ
見
物

の
者

は
幾
百

人
も

い
ま
す
。
ど
う
し

て
嘘
を
申
し
ま

し
ょ

う

か
。
」
と
。
陸
羽
は
何
も

言
わ
ず

に
、
そ

の
ま
ま
水
を
鉢

に

こ
ぼ

し
入

れ
、
半

ば
ま

で

く
る
と
、
陸

羽
は
す
ぐ

に
そ
れ
を
止

め
て
、

ふ
た
た
び
杓

で
水
を
す

く

い
あ
げ

て
言
う

に

は
、
「
こ
こ
か
ら
が
南
零

の
水

で
あ

る
。」
と
。
使
者
は
、
飛
び
上
が

っ
て
、
大

い
に
驚
き

な

が
ら
、
陸
羽

の
方

に
駆

け
寄

っ
て
言
う

に
は
、
一
私
は
、
南
零
か

ら
水

を
汲
ん

で
岸
付

　

近
に
参
り
ま
す
と
、
舟
が
揺
れ
て
水
が
半
分
こ
ぼ
れ
ま
し
て
、
私
は
、
水
が
足
り
な
い
こ

と
を
恐
れ
て
岸
辺
の
水
を
採

っ
て
水
を
増
し
ま
し
た
。
陸
羽
処
士
の
御
鑑
識
は
神

の
よ
う

で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
し
て
隠
し
欺
く
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
。
李
季
卿
は
大

変
驚

い
て
賞
賛
し
た
。
従
者
数
十
人
は
皆
と
て
も
驚
愕
し
た
。
李
季
卿
は
そ
こ
で
陸
羽
に

尋
ね
た
。
「
こ
れ
ほ
ど
鑑
識
眼
が
お
あ
り
な
ら
、
今
ま
で
い
か
れ
た
と
こ
ろ
の
水
の
優
劣

　

は
精
し
く
判
別
な

さ

る
こ
と
が
出
来
る

で
し

ょ
う
。
」
と
。
陸
羽
が
言
う

に
は
、
「楚

の
水

ヨ

ロ

が
第

一
で
あ
り
、

晋

の
水

が
最
下
等

で
あ

る
。」
と

。
李
季

卿
は
そ

こ
で
筆

記
す

る
こ
と

　

を
命
じ
、
陸
羽
は

口
授
し

て
水

の
順
位
を
定
め
た
。
『水
経
』
か
ら
採
録
し
た
。

〈注
〉

ω

張
又
新

唐
の
憲
宗
の
元
和
中

(
こ
の

『太
平
広
記
』
巻
第
三
百
九
十
九

の
記
載
に

よ
れ
ば
、
八

一
四
)
に
優
秀
な
成
績
で
進
士
に
及
第
し
た
。
官
は
尚
書
省

の
左
司
郎
中

に
終
わ

っ
た
。

(『新
唐
書
』
巻

一
七
五
)

②

薦
福
寺

長
安
に
あ

っ
た
寺
。
則
天
武
后
が
文
明
元
年

(六
八
四
)
高
宗
追
福
の
た

め
に
創
建
し
た
。
初
め
大
献
福
寺
と
呼
ん
だ
が
、
天
授
元
年

(六
九
〇
)
に
薦
福
寺
と

改
称
さ
れ
た
。

⑧

李
徳
裕

李
徳
裕
は
、
宰
相
李
吉
甫

の
子
。
蔭
子
で
あ

っ
て
、
進
士
で
は
な
い
。
大

中
三
年

(八
四
九
)
に
亡
く
な

っ
た
。
(
『旧
唐
書
』
巻

一
七
四
)

さ
て
、
『煎
茶
水
記
』
に
は
李
徳
裕
で
は
な
く
、
李
徳
垂
と
あ
る
が
、
不
詳
。

ω

楚

中
国
南
方
、
現
在
の
湖
北
省

・
湖
南
省
方
面
の
地
域
。
特
に
湖
北
省

の
古
称
。

⑤

『太
平
広
記
』
に
は

「
太
宗
朝
」
と
あ
る
が

太
宗
の
治
世
は
、
六
二
六
-
六
四
九

年
で
あ
り
、
こ
の
話
に
出
て
来
る
李
季
卿
の
時
代
と
あ
わ
な
い
。
李
季
卿
の
活
躍
し
た

時
期
か
ら
考
え
て
百
川
学
海
本
や

『中
国
茶
書
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る

『煎
茶
水
記
』

に
み
え
る
代
宗
朝

(七
六
二
ー
七
七
九
)
の
方
が
適
切
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
「太

宗
朝
」
を

「代
宗
朝
」
と
置
き
換
え
て
訳
出
し
た
。
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⑥

李
季
卿

李
適
之
の
子
。
若
く
し
て
明
経
科
に
合
格
、
詩
文
に
巧
み
で
、
宏
詞
科
に

も
合
格
し
た
。
粛
宗
朝
で
中
書
舎
人
と
な
る
が
左
遷
さ
れ
た
。
代
宗
朝

で
、
吏
部
侍

郎

・
御
史
大
夫
と
な

っ
た
。
度
量
が
大
き
く
優
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
進
賢
を
務
め
と

し
た
。
大
暦
二
年

(七
六
七
)
に
亡
く
な

っ
た
。
(
『旧
唐
書
』
巻
九
九
)

⑦

湖
州

漸
江
省
湖
州
市
。

⑧

維
揚

江
蘇
省
揚
州
市
。

⑨

処
士

学
識
や
人
格
を
備
え
な
が
ら
隠
居
し
て
士
官
し
な
い
人
。

⑩

楊
子
駅

楊
州
の
南
、
長
江
北
岸
に
あ
る
。

⑪

揚
子
江

江
蘇
省
江
都
県
の
南
に
揚
子
津
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
江
を
渡

っ
た
。
こ
の

江
都
県
の
南
と
鎮
江
市
北
部
の
間
の
江
を
指
す
。

⑫

南
零

江
蘇
省
鎮
江
市
内
西
北
方
に
金
山
が
あ
る
。
か

つ
て
は
長
江
の
中
に
そ
び
え

た
が
、
江
の
流
れ
の
変
化
で
現
在
は
河
岸
の
山
で
あ
る
。
金
山
西
部
に
中
零
泉
が
あ
り
、

そ
の
南
に
南
零
泉
が
あ
る
。

⑬

『太
平
広
記
』
に
は
な

い
が
、
『煎
茶
水
記
』

に

「
舟
盗
覆
半
」
と
み
え
、
本
稿
で
は
、

「覆
」
の
文
字
を
補

っ
て
訳
す
。

⑭

『太
平
広
記
』
に
は

「水
之
優
劣
可
判
　
。
」
と
み
え
る
が
、
『煎
茶
水
記
』
に

「水

優
劣
精
可
判
　
。
」
と
み
え
、
本
稿
で
は
、
「
精
」
の
文
字
を
補

っ
て
訳
す
。

⑮

晋

山
西
省
の
地
域
を
指
し
て
い
う
。

⑯

一
般
的
に
中
国
の
人
々
は
、
歴
史
上

・
地
理
上
の
影
響
も
あ

っ
て
、
自
身

の
出
身
地

に
関
し
て
は
、
南
北
の
意
識
が
強
く
働
く
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
が
南
方
人

で
あ
る
の
か
、
北
方
人
で
あ
る
の
か
を
は

っ
き
り
と
意
識
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。
陸

羽
の
場
合
、
そ
の
確
固
と
し
た
自
負
心
と
あ
い
ま

っ
て
、
南
方
人
と
し
て
の
意
識
が
、

非
常
に
強
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陸
羽

『茶
経
』
に
も
茶
や
越
州
姿
を
北
方

の
産
物
に

比
し
て
必
ず
高
位
に
置
く
な
ど
か
ら
も
そ
の
様
子
が
窺
え
る

(拙
稿

「陸
羽

『茶
経
』

に
み
え
る
南
方
意
識
と
そ
の
優
位
性
」

『近
畿
大
学
短
大
論
集
』

第
三
六
巻
第

一
号

平
成

一
五

一
ー
九
頁
)
。
ま
た
封
演

『封
氏
聞
見
記
」
巻
六

「
飲
茶
」
の
条
に

「楚

人
陸
鴻
漸
は
、
茶
論
を
書
き
、
茶
の
効
能
、
並
び
に
煎
茶

・
表
茶

の
法
を
説

い
た
。」

と
み
え
、
封
演
は
陸
羽
を

「楚
人
陸
鴻
漸
」
と
記
し
て
い
る
が
、
私
は
、
陸
羽
に
と

っ

て
、
こ
の
楚
を
含
む
長
江
流
域
の
南
方
こ
そ
が
、
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
基
幹

で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
さ
て
、
前
述
の
欧
陽
脩
や
青
木
正
児
氏
の
見
解

の
よ
う
に

「楚

(南
方
)
の
水
が
第

一
等
で
あ
り
、
晋

(北
方
)
の
水
が
最
下
等

で
あ
る
。
」
が
陸

羽
の
言
葉
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し

い
が
、
陸
羽
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
先
に
述
べ
た
様

な
中
国
人
の
南
北
に
対
す
る
意
識
か
ら
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
南
方
に
自
負
を
抱
き
、

南
方
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
南
方
人
な
ら
ば
、
「楚

(南
方
)
の
水
が
第

一
等

で
あ
り
、

晋

(北
方
)
の
水
が
最
下
等
で
あ
る
。
」
と
語

っ
て
も
至
極
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑰

『太
平
広
記
』
に
は

「李
因
命

口
占
而
次
第
之
。
」
と
み
え
る
が
、
『煎
茶
水
記
』
に

は

「李
因
命
筆
口
授
而
次
第
之
。
」
と
み
え
、
本
稿
で
は

『煎
茶
水
記
』
の
記
載

の
方

が
意
味
の
通
り
が
よ
い
た
め
、
『煎
茶
水
記
』
で
補
う
。
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本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
博
士
大
原
良
通
氏
の
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。


